
地震と津波について基礎的な知識を得る
自分の地域で地震が起きたときに何がで
きるか考える。
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地震による“津波被害”について「陸前高田」にて自分事として防災を学ぶ（岩手県陸前高田市）

１．津波被害の実態を知る
道の駅「高田松原」で「東日本大震災津波伝承館」
と「高田松原津波復興祈念公園（奇跡の一本松など
の震災遺構多数）」を見学することで、津波の実態
を体感できます。また当時の街並みや津波発生時の
避難状況などを知ることができます。またパークガ
イドを活用することで、震災の発生から今日に至る
までの復興の歩みについて、地元の体験者からお話
を聴くことで、より深い震災学習に繋がります。

２．命を守る行動について考える
岩手県立野外活動センターにて「避難所運営 (HUG)」
を実践します。「もし自分が被災した時にどう行動する
か」を疑似体験をすることで、さらに一歩踏み込んだ震
災学習に繋げます。ゲーム形式の体験を通じて、自分と
は異なる価値観に気づくだけではなく、震災発生直後に
降りかかる問題を体験することで、防災時の備えの大切
さも知ることができます。
※事前に自分の学校や避難所の平面図（A1～A2サイズ）をご用意頂
くとよりリアルな疑似体験に繋がります。

陸前高田ワタミオーガニックランドにて、昼食をと
りながら環境に配慮した農業を体験できます。
SDGs・持続可能な農業の取り組みとして、「すべて
の命が幸せになる仕組み」がどのようにして行われ
ているのかを体験し、農業・土・エネルギー・食
糧・命などの幅広いテーマで学習することができま
す。雨風をしのげる巨大なビニールハウスで、120名
様程度が同時に利用できます。

３．持続可能な環境について体験する

学習のねらい：被災地を体験して津波の実態を知る
旅マエ 旅ナカ 旅アト

１．つかむ(課題設定）

２．さぐる(課題追及・事前情報収集）

３．深める(東北での修学旅行） ４．広げる(修学旅行からの振り返り）
東北で経験したことを「自分」「家族」「地域
等」に置き換え実際にシミュレーションをし、
「行動」や「発信」を行う。

自分の地域で地震が起きた場合、どんなこと
が想定されるかを考え、そこで何が出るか、ど
んな備えができるかをまとめて共有する。

◆課題整理、まとめ、検証

「間接体験」や「直接体験」を通じて得
られた情報をもとに、情報を再構成しな
がら自分の考えをもち、「発信」や「行
動動機」ができるようになる。

学びのゴール

実際の被災地をリアルで“見る”
→「東日本大震災津波伝承館」や震災遺構等
人数：１～2クラス 料金：無料 期間：年中
実際に起こった被災地のことを“見て” ・ “聞く”
→ 「復興祈念公園（奇跡の一本松など）」及び
パークガイドの利用
人数：20名様～
料金：825円～1,100円(人数に応じて) 期間：年中
被災直後の課題を“体験する”
→ 「避難所運営 (HUG)」
人数：１～2クラス 料金：無料 期間：年中
※別途、講師料・サポート料などが発生する場合があります。

地震と津波の“災害事例”について調べる
東日本大震災について調べる
地震によってどんな被害が想定されるか
津波によってどんな被害が想定されるか
→実際に陸前高田ではどんな被害が発生した
のか「映像資料」を視聴して、自分事として
考えてみる 写真
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陸前高田市の修学旅行プログラム

課題訴求

地震による“津波被害”について「陸前高田」にて自分事として防災を学ぶ目的

学びの過程 課題の深堀り

■事前学習として
・地震と津波について基礎的な
知識を得る
・被災時の避難所の役割につい
て学ぶ
・自分の地域で災害が起きたと
きに何ができるか考える。
■ワークシートを使って
・地震と津波の“災害事例”につ
いて調べる
・東日本大震災について調べる
・地震によってどんな被害が想
定されるか
・津波によってどんな被害が想
定されるか
■映像資料を使って
実際に陸前高田ではどんな被害
が発生したのかを視聴して、よ
り自分事として考えてみる。

「ツール」「映像」を活用
学習内容

学びの場 学校 陸前高田市 学校

東日本大震災津波伝承館の見学

岩手県立野外活動センターにて「避難所運営 (HUG)」を実践します。「もし自分が被災した時にどう行動する
か」を疑似体験をすることで、さらに一歩踏み込んだ震災学習に繋げます。ゲームを通じて、自分とは異なる価値
観に気づくだけではなく、震災発生直後に降りかかる問題を体験することで、防災時の備えの大切さも知ることが
できます。

避難所運営（HUG）の体験

“津波”という自然災害について、歴史・事実・教訓・復興の4つの観点から学ぶことができます。
東日本大震災のみならず、日本全域における地震の歴史を知ることができます。被災した橋の一部や消防車な
ども展示されており、津波の威力の大きさを実感することができます。震災発生時から避難後の記録を、写真や
イラストで分かりやすく展示しており、命を守るための教訓を知ることができます。

陸前高田ワタミオーガニックランドでの昼食と環境学習
ワタミオーガニックランドにて、昼食をとりながら環境に配慮した農業を体験できます。持続可
能な農業の取り組みとして、「すべての命が幸せになる仕組み」がどのようにして行われている
のかを体験し、農業・土・エネルギー・食糧・命などの幅広いテーマで学習することができます。
雨風をしのげる巨大なビニールハウスで、120名程度が同時に利用できます。

高田松原津波復興祈念公園・震災遺構の見学
高田松原津波復興祈念公園は、東日本大震災による犠牲者への追悼と鎮魂、震災の教訓とそこからの復興
の姿を高田松原の再生と重ね合わせて未来に伝えていくための公園です。祈念公園内には5つの震災遺構が残
されており、７万本の松林の中で唯一残った“奇跡の一本松“、かつては宿泊施設だった“陸前高田ユースホステ
ル”、旧道の駅”タピック45”、4階まで津波に飲み込まれた“下宿定住促進住宅”、奇跡的にも全員が避難して
助かった“気仙中学校”、これらの震災遺構を中心にパークガイドでは “震災・復興・これから” を、それぞれの経
験を交えながらご案内させていただきます。

■ワークシートを使って
旅の中での学習を通じて、自分
の地域のに戻った際に、災害が
起きたら「何ができるのか」「どんな
問題が発生するか」などを考えて、
“自らで考えて行動し、発信する”
ことができるようになる

■地震や津波だけではなく、
様々な自然災害による被災が考
えられるので、それぞれ自分の地
域に合わせて考えるてみる。
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補足資料
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補足資料
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プログラムのお問い合わせは

一般社団法人マルゴト陸前高田

〒０２９-２２０５
岩手県県陸前高田市高田町字鳴石５０番地１０

電話：０１９２－２２－７４１０ MAIL：info@mrgt.or.jp

～東北まなび旅を見たとお伝えいただくとスムーズです～
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